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日
本
共
産
党
の
赤
嶺
政
賢
衆
議
院
議

員
は
４
月
１
３
日
、
衆
院
厚
生
労
働
委
員

会
で
、
水
俣
病
被
害
者
が
被
害
者
救
済
法

に
基
づ
く
一
時
金
２
１
０
万
円
を
受
け

た
こ
と
を
理
由
に
、
熊
本
、
鹿
児
島
両
県

で
生
活
保
護
を
打
ち
切
ら
れ
る
事
例
が

相
次
い
で
い
る
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
し

た
。
赤
嶺
議
員
が
打
ち
切
り
を
や
め
る
よ

う
求
め
た
の
に
対
し
、
細
川
律
夫
厚
労
相

は
、
違
和
感
も
感
じ
る
と
答
弁
。
こ
れ
ま

で
厚
労
省
は
、
一
時
金
を
収
入
認
定
か
ら

外
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
硬
直
し

た
態
度
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

以
下
、
質
問
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

生
活
保
護
打
ち
切
り
相
次
ぐ
。
医
療
費
が
重
く
、
毎
日
の
よ
う
に 

み
そ
汁
か
け
ご
飯
で
生
活
切
り
詰
め
る
大
変
な
生
活
（赤
嶺
） 

一
時
金
で
苦
し
く
な
る
こ
と
に
違
和
感
、
検
討
す
る
（厚
労
大
臣
）

  

◎
赤
嶺
議
員 

一
時
金
２
１
０
万
円
を
受
け
た

水
俣
病
被
害
者
が
生
活
保
護
を
打
ち
切
ら
れ
る

事
例
が
熊
本
、
鹿
児
島
両
県
で
相
次
い
で
い
る
。

一
時
金
を
も
ら
っ
て
、
生
活
保
護
を
打
ち
切
ら

れ
、
ど
う
な
っ
た
か
。
鹿
児
島
の
方
の
手
記
（
別

項
）
を
読
み
上
げ
る
。
大
臣
は
ど
う
、
受
け
止

め
た
か
。 

 
 

  

●
細
川
大
臣 

水
俣
病
で
大
変
長
い
間
苦
し
ま 

れ
て
き
た
。
一
時
金
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
が

さ
ら
に
苦
し
く
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も

非
常
に
違
和
感
も
感
じ
る
。
県
の
検
討
状
況
も

よ
く
伺
い
、
私
ど
も
の
方
で
も
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。 

 

一
時
金
は
被
害
者
の
心
や
体
を
傷
つ
け
た
こ
と
へ
の
補
償
。
収
入
認

定
せ
ず
、
生
活
保
護
継
続
せ
よ
（赤
嶺
） 

 

◎
赤
嶺
議
員 

熊
本
県
知
事
は
、
一
時
金
は
こ

れ
ま
で
の
苦
し
み
に
対
す
る
補
償
の
意
味
合
い

が
あ
り
、
収
入
と
す
る
に
は
違
和
感
が
あ
る
と

い
う
意
見
書
を
政
府
に
出
し
て
い
る
。
被
害
者

の
心
や
体
を
傷
つ
け
た
こ
と
へ
の
補
償
の
た
め

の
一
時
金
が
生
括
費
に
し
か
充
て
ら
れ
な
い

（
の
は
お
か
し
い
）
。
一
時
金
を
収
入
認
定
し
な

い
で
、
生
活
保
護
受
給
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

強
く
求
め
る
。 

  
 

 
 

赤嶺議員が紹介した手記 

１１月１１日に一時金の２１０万円が支給。市役所は

「必要な電化製品があったら買ってもいいですよ」とは

言ってくれましたが、詳しい説明もなく、１２月１日か

ら生活保護が打ち切られてしまいました。私の妻は水俣

病被害者と認められていないため、生活保護費が打ち切

られたその日から妻の医療費が重くのしかかってきて

います。乳がんや眼病の治療は熊本や鹿児島市まで出か

けなくてはならず、交通費を合わせると、一回１０万円

のお金が出ていくこともあります。補償金を２１０万円

いただいて、少しの間だけでもちょっとでも楽に生活が

できると思っていたら、保護を受けているときより大変

な生活になりました。毎日のように御飯にみそ汁をかけ

ておかずが要らないように生活費を切り詰めている私

たちの暮らしを厚生労働大臣に直接味わってもらいた

い思いです。 

 補償金は長い間の精神的、肉体的苦しみへの国と企業

の償いとして支給されたものです。保護を受けているこ

とを理由にその当然の償いさえ受けられないというこ

とは保護費給者への差別ではないでしょうか。本当に残

念でなりません。 

全
国
と
鹿
児
島
県
の
生
活
と
健
康
を
守
る
会
か
ら

要
請
を
う
け
る
赤
嶺
議
員
（中
央
）、
仁
比
そ
う
へ
い

前
議
員
（左
側
）＝
２
０
１
１
年
２
月
、
国
会 


